
　 琉球王国の位階の制度は15世紀末（古琉球期）、尚真王の頃に始まりました。
 近世の制度が確立したのは尚貞王の時代です。

　 王国では首里城に務める役人は位階によってハチマチと呼ばれる冠と朝衣と呼ば

 れるユニフォームがあり、それぞれ色が決められていました。

い   かい 

ヒント　「4-3 王府と民衆」の展示コーナーから探そう。

かんむり 　ちょう い

しょうてい おう

１．Ａ～Ｃのハチマチの色と模様を書き、位階を書こう。
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ハチマチの色と模様

けい  ず    ざ

２．近世の身分制度が確立したのは、首里王府の行政機構に系図座が設置されてから

　のことです。系図座が設置された年代を書こう。

年

３．首里王府は士族身分（系持）と百姓身分（無系）を明確に別けるために、士族だ

　けに系図の所持を認めました。系図のことを別名何というか書きましょう。

位階（よみかた）
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琉球王国の位階

総合展示室
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